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動物園の概要・再整備の実施経過

Ｈ２６年度 「駐車場」増設

■茶臼山動物園の概要■茶臼山動物園の概要

■再整備実施経過■再整備実施経過

方針１：展示改善効果と繁殖の必要性が高い施設から順次改修する

方針２：寄附を募り施設整備費の一部に充てる

（終了）

Ｈ２１年度 「レッサーパンダの森」整備

Ｈ２５年度 「動物園北口移動施設（モノレール）」整備

Ｈ２８年度 再整備事業見直し（老朽化対策、繁殖、活性化、財源確保等へ対応）

Ｈ３１年度 オランウータン飼育展示施設整備着手

合併特例債

財源

新たな
財源が必要

寄附金

来園者数：年間約２３万人（平成２７年度） ［市内３４％、県内４２％、県外２４％］

事業継続

開 園：昭和５８年（市制８０周年記念事業）［開園から３７年が経過］

２

Ｈ３０年度 ６月 ★茶臼山動物園整備基金設立

８月 ★動物園サポーター（寄附者）募集開始

３月 ★地方創生拠点整備交付金事業認定（オランウータン屋内展示）

（オランウータン → アムールトラ → ライオン）



再整備の方針

■動物展示施設の整備手法■動物展示施設の整備手法

・生息環境の再現と動物本来の行動誘発（生息環境展示）

・自然風景と一体となった動物展示

・眺望を展示に取り込み高低差を逆手に利用

●立地特性（眺望・自然環境・地形）を生かした展示を行う。

・他園にない独自の展示

３

広大なすばらしい眺望

森に囲まれた自然豊かな動物園



レッサーパンダの森（再整備の実施事例）

「レッサーパンダの森」整備効果（Ｈ21→Ｈ27） 来園者数 ３３，６２５人増（１２％増）

４

●屋外展示 森の中での生き生きとした暮らし

●屋内展示 レッサーパンダが間近で愛嬌を振りまく



「オランウータンの森」の計画 ５

・繁殖に取り組まなければならないが、展示スペースも狭く、飼育施設（部屋）も不足

・繁殖可能な施設とし、絶滅危惧種の繁殖に取り組む

・園内の森を活用し森のなかでの暮らしを展示する

■現状と課題■現状と課題

■施設整備の方針■施設整備の方針

狭い展示空間（動物の姿がわかりづらい）

森で暮らすオランウータンを展示
・屋外の森林景観を取り込んだ屋内展示施設を整備

・樹上での行動を引き出し、新たな魅力を創造する

檻から森へ！



現ｵﾗﾝｳｰﾀﾝ舎
（クマ用に転用）

屋内展示施設
（新設）
３頭

現クマ舎
（ｵﾗﾝｳｰﾀﾝ用に改修）

２頭

オランウータンの森
（屋外展示）

水堀

観覧場

観覧場

「オランウータンの森」（整備中） ６

屋内展示

展示断面図

屋外展示

（既存樹林）

観覧場

施工状況

屋外展示場 屋内展示場

4
m

観覧場

屋外展示

展示イメージ



寄附金による施設整備 ７

■寄附募集と茶臼山動物園整備基金の設立■寄附募集と茶臼山動物園整備基金の設立

●寄附者（茶臼山動物園サポーター）の募集

●長野市茶臼山動物園整備基金

・目 的：施設整備や動物の購入費用を積み立て

・基金条例：平成３０年８月施行（６月議会承認）

・寄附が形として残る！

○インセンティブ（報奨的特典）の付与

・個人

・企業

○寄附の対象を明確化し支援を呼びかけ

○理念や活動を示し賛同をいただく

・飼育環境の改善

・眺望や自然を活かした茶臼山ならではの展示

☆寄附者名の施設への掲示

☆サポーター企業の紹介

☆招待券

・種の保存

・自分たちの動物園！

個人サポーター募集リーフレット

●長野市茶臼山動物園整備基金



地方創生拠点拠点整備交付金事業による施設整備 ８

■地域活性化に資する集客拠点としての施設整備■地域活性化に資する集客拠点としての施設整備

●国の「地方創生拠点整備交付金」を活用し、屋内展示施設を整備

・目 的：更なる集客力向上により、地域活性化に貢献する

・事業認定：平成３１年３月（平成３０年度補正予算）

・認定計画：「人と動物を魅了する地域固有の自然景観を活かした茶臼山動物園展示施設再整備」

●集客拠点としての取り組み

・新たな手法を取り入れた屋内展示施設による集客力向上

・地域と連携（商工・農業）

* 地域のイベント・観光施設・地元農産物の動物園内でのＰＲ

・サポーターとの関係構築

●重要業績評価指標を設定し、事業成果を検証していく

* 森林景観を取り込んだ独創性のある屋内展示

* 熱帯に暮らす動物の年間を通した展示による冬期来園者数の底上げ

* 本園の取り組みに賛同する「動物園サポーター」との継続的な関係構築（サポーター特典等）

①動物園来園者数 ②観光入込客数（篠ノ井） ③動物園サポーター登録者数

地域イベント・特産品を
動物園内でのＰＲ



「オランウータンの森」寄附の状況・事業費 ９

年 度
個 人 企 業 合 計 基金積立

備 考

件数 金額（円） 件数 金額（円） 金額（円） 金額（円）

平成３０年度 全額基金へ積み立て

令和元年度
企業４件 40万円は、企業版ふるさと納税
（基金への積み立てなし）

累 計

●「オランウータンの森」整備へ寄附実績

財源内訳 金額（円） 備 考

寄附金（動物園整備基金繰入金） ３６，０００，０００

市単独費（ふるさと納税含む） ４８，０００，０００

地方創生拠点整備交付金 １２５，０００，０００ 主に屋内展示施設

合 計 ２０９，０００，０００

●「オランウータンの森」建設費財源内訳



活性化に向けた事業の進捗状況 10

■「オランウータンの森」施設整備状況（施工中）■「オランウータンの森」施設整備状況（施工中）

■動物園サポーター特典等■動物園サポーター特典等

園内での事業のＰＲ
サポーター企業の紹介

開園時間外に楽しむ
サポーターだけの特別な機会を用意

飼育スタッフの解説 動物との特別なふれあい

「オランウータンの森」概略平面図

【既存樹林を活用したオランウータンの樹上生活の展示】

園内で伐採した樹木を再利用した登攀木

屋外展示施設

屋外展示場 屋内展示場

脱出防止壁の壁面緑化

写真① 写真②

※令和２年度末完成

※令和３年度オープン予定

屋内展示施設

【森林景観を取り込んだ展示室】

透光性屋根・背面のガラス窓
展示室内の緑化



活性化に向けた事業の進捗状況 11

①動物園来園者数

②観光入込客数（篠ノ井）

③サポーター登録者数

■評価指標の状況■評価指標の状況

※基準値はH29年度実績をもとに設定

※基準値はH29年度実績をもとに設定

※基準値はH30年１月時点での見込みをもとに設定

令和元年東日本台風災害発生直後や、
新型コロナウィルス感染症拡大に
伴う外出自粛期間以外は、概ね例年
どおりの来園があった。

概ね例年どおりの観光入込みであった。

国内で初となる既存樹林を活用した
オランウータン展示施設をＰＲし、
新たな魅力づくりに賛同する来園者
や市民のほか、動物園の集客力向上
に期待する地元企業からの支援を得
ることができた。



今後の再整備（アムールトラ・ライオン展示） 1２

はるか彼方の山並みを望むライオンの雄姿

・根子岳や四阿山など遠くの山並みを借景

・広大な眺望を有する猛獣舎前の園地を活用

動物の迫力が伝わりづらい

・動物の魅力を十分に引き出せていない

■現状と課題■現状と課題

■施設整備の方針■施設整備の方針

飼育施設が不足し、繁殖した子を飼育できない

・アムールトラは絶滅危惧種に指定され、

国際的な計画のもと繁殖に取り組んでいるが、
生まれた子たちは他の動物園へ

森や水辺を駆け巡るアムールトラとの出会い

【ライオン】【アムールトラ】

・現在の猛獣舎をアムールトラ専用とし、繁殖に取り組む

・樹木や水を用いながら、森の中を駆け巡る生態を展示

トラとライオンが共有する猛獣舎


